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広報 No.213 8 月１日発行 　7月 19 日・20 日の両日、JR岩瀬駅前で、夏祭り

実行委員会主催の「岩瀬駅前夏祭り」が盛大に開催

され、同駅周辺の６地区などから山
だ し

車７台と神
み こ し

輿 10

台が一堂に会し、威勢の良いかけ声と太鼓の音色を

響かせ駅前通りを練り歩きました。

　写真は、上の原学園の神輿で、同生徒や職員の皆

さんが約 200kg の神輿を威勢よく担ぎ、来場者たち

を楽しませてくれました。
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意見に対する市の考え方

　それぞれの学校には、長年にわたる歴
史と伝統があり、その学校がなくなると
いうことは、地域の皆様や卒業生に複雑
な思いがあるものと考えておりますが、
全国的に少子化が進行していくなか市教
育委員会としましても、子供たちの教育
環境をより良くするために学校の再編が
必要と考えたところであります。
　子供たちのより良い教育環境の充実を
図るために、関係する保護者や地域の皆
様方と十分な協議を行ってまいります。

　学校が小規模化すると、クラス替えが
できない、大きな集団での活動や、固定
化された人間関係の中で、競い合う心や
社会性を身につけることが難しいことな
ど、様々な課題が生じてきています。
　その改善を求められる保護者の思い
に、市としてのより良い教育環境を維持
するための基準と考えております。関係
する保護者や地域の皆様方と十分な協議
をしながら取り組んでまいります。

提出された意見の概要

(1) 対象予定校の統廃合反対。
現状維持を望む。
(2) 統廃合ありきの計画に反
対。小規模校の良さアピール
すべき。統廃合当事者地域の
住民から意見を求めるべき。
(3) 地域のシンボルである小学
校の廃校反対
(4) 教育目標達成のための計画
が見えず、統合ありき、予算
セーブのご都合主義にしか見
えない。

(1) たくさんの友達の間で揉ま
れ、競争心を育てながら成長
できる教育環境を望む。

(2) 複式学級、登校班、クラス
替えなどの少人数校の弊害を
解消し、集団の中で様々なこ
とを学ぶ環境をつくってあげ
たい。


